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     船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年８月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 平成２６年１１月１４日 １５時００分ごろ 

発生場所 静岡県下田市下田港内 

 下田灯台から真方位３１５°５３０ｍ付近 

（概位 北緯３４°３９.４５′ 東経１３８°５７.１２′） 

事故調査の経過  平成２６年１１月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横

浜事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ヨット 珠光
じゅこう

Ⅱ
ツー

、５トン未満 

２４３－２３５０２神奈川、個人所有 

７.７０ｍ（Lr）×２.８０ｍ×１.４５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、１１.８０kＷ、平成４年６月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６４歳 

二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和５９年１２月２１日 

免許証交付日 平成２２年６月１６日 

        （平成２７年６月１９日まで有効） 

船舶所有者 男性 ７１歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  平成１６年４月９日 

免許証交付日 平成２６年３月４日 

         （平成３１年４月８日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 全損（沈没） 

 事故の経過 本船は、回航業者の船長と船舶所有者が乗り組み、静岡県沼津市内

浦漁港から京浜港横浜区に回航する目的で、静岡県下田港に向けてメ

インセールを縮帆し、機帆走で駿河湾を南進した。 

本船は、伊豆半島西岸の波
は

勝
がち

岬沖に達したとき、西からの風勢が増

したことから、メインセールを更に縮帆し、ジブセールも縮帆して機

帆走状態で伊豆半島に沿って航行を続け、静岡県下田市神子
み こ

元
もと

島の南

方沖で左転したのち、左舷正横からの風浪を受けながら下田港口に向

けて北進した。 
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本船は、神子元島北方沖２海里付近で、強風を受けて右舷側に２回

の大傾斜を生じたとき、燃料系統に空気を吸引して主機が停止した。 

本船は、更に縮帆してクロスホールドの状態で下田港内への進入を

試みたものの、風が強く、風下に圧流されながら北進する状況とな

り、平成２６年１１月１４日１５時００分ごろ、下田港外防波堤に衝

突した。 

本船は、防波堤に衝突後、衝突地点の東側の消波ブロックに圧流さ

れ、消波ブロックに打ち付けられて沈没した。 

船長及び船舶所有者は、沈没前に落水し、本船の防波堤への衝突に

気付いて駆けつけた防波堤建設業者によって救助された。 

船長は、搬送先の病院で溺水による死亡と検案された。 

（付図１ 事故発生経過概略図（全体図）、付図２ 事故発生経過概

略図（拡大図） 参照） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ６、視界 良好 

海象：波高 約２ｍ、水温 約１８℃、潮汐 下げ潮の中央期 

１１月１２日１６時５５分伊豆南区域に強風注意報及び波浪注意報

が発表され、本事故当時も継続中であった。 

１１月１４日１４時００分の石廊埼における波浪観測値は、有義波

高１.６２ｍ、最大波高２.６２ｍであった。 

 その他の事項 船舶所有者は、出発の前日、発航前に係留していたマリーナの関係

者が船長に、荒天が続くことが予想されるので出航を見合わせるよう

助言しているのを聞いていた。 

船長は、約２０年のヨットチャーターコンサルタント歴を有してお

り、ヨットの操縦ではベテランであった。 

船舶所有者は、ヨットの操縦を勉強するために同乗したい旨を船長

に伝え、乗船していた。 

船舶所有者は、断続的ではあるが、ヨットの操縦歴は約２５年であ

った。 

船舶所有者は、石廊埼南方沖に達したとき、船長から、西からの強

風のため、伊豆半島と神子元島の間を航行する予定を、神子元島の南

方沖を回って下田港口に向かう経路に変更することを告げられた。 

船舶所有者は、強風下、主機が停止した状態で、クロスホールドで

下田港口に向かうのは無理だと思った。 

船長及び船舶所有者は、救命胴衣を着用していた。 

本事故当日は、オホーツク海に停滞する低気圧と東シナ海に移動し

て来た高気圧により、日本列島付近が西高東低の冬型の気圧配置とな

り、石廊埼では、終日、最大瞬間風速２０m/s の西風が継続的に観測

されていた。 

（付図３ 本事故当日０９時の天気図 参照） 

分析  
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 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

あり 

あり 

本船は、風力６の西風が吹く状況下、下田港内へ向けてクロスホー

ルドで北進中、下田港外防波堤に向かう態勢となって航行したことか

ら、同防波堤に衝突したものと考えられる。 

本船は、神子元島の北方沖において、下田港口に向けて機帆走で北

進中、西風を受けて右舷側に大傾斜した際、燃料系統に空気を吸引し

て主機が停止したことから、帆走で下田港内へ向かったものと考えら

れる。 

本船は、石廊埼南方沖に達したとき、機帆走を取りやめ、機走で陸

岸に寄って東進していれば、下田港に入港することはできた可能性が

あると考えられるが、船長が死亡していることから、その状況を明ら

かにすることはできなかった。 

 船長の死因は、溺水であった。 

原因 本事故は、風力６の西風が吹く状況下、本船が、下田港内へ向けて

クロスホールドで北進中、下田港外防波堤に向かう態勢となって航行

したため、同防波堤に衝突したことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・気象情報を入手して、荒天が予想される場合には、無理な出航を

取りやめ、天候の回復を待つこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図（全体図） 
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付図２ 事故発生経過概略図（拡大図） 
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付図３ 本事故当日０９時の天気図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     （気象庁 日々の天気図） 


